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ナンキョウ（学名：Alpinia galangal ) に
含まれる1’-Acetoxychavicol acetate 

(ACA) の様々な生理作用 ACAの構造

OAc

AcO

ナンキョウ

飼育期間 (日)

ACAによる抗肥満効果について
In vitro 実験系 脂肪細胞の脂肪蓄積におよぼすACA影響

In vivo 実験系 肥満モデル動物 (ラット）の抗肥満作用におよぼすACAの影響

コントロール 2.5 µM ACA 5.0 µM ACA

脂肪細胞内の脂肪蓄積量は、
ACAの添加濃度に依存して
顕著に減少した。

グループ 内臓脂肪重量（g）

コントロール(C)食群 18.4±7.1

C＋0.05% ACA食群 17.4±3.8

高脂肪食(HF)群 28.1±6.4

HF＋0.05% ACA食群 20.6±4.5

体重変化 内臓脂肪量および脂肪の細胞のサイズ

ACAは細胞レベル、動物レベルともに抗肥満効果を示した。
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ACAによる抗老化・認知機能改善効果
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血清ケトン体濃度大脳海馬組織像

Kojima-Yuasa A., et al. Chemico-Biological Interactions 257: 101-109 (2016)
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In vivo 実験系

SAMP8における海馬組織の
形態異常は、ACAを摂食する
ことによって正常な形態にまで
回復した。
さらに、ACAは血清ケトン体
濃度を顕著に亢進させた。

ACAはSAMP8の
認知機能

改善効果を示した。

血清ケトン体濃度を亢進させることが認知症予防への鍵となる。

内因性のケトン体を上昇させるACAは、
抗認知症機能性食品として応用することができる。
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ACAによる認知機能の改善効果には、
血清ケトン体濃度を亢進させ、
b酸化-TCA回路を介する
エネルギー産生を維持し、
神経細胞障害を
抑制することが
示唆された。 

ケトン体は、肝臓において脂肪酸から生成され、グルコースの代替エネルギー源としてとして利用される。


